
Bブロックの「歩」ベスト３です。

ふ？ ほ？ あるく あゆむ。読み方自由の漢字お題でした。

あなたなら、どの作品を推しますか。

そして東工大生が１位に選んだのは・・・？

答えは作品のあとの講評にてどうぞ。









「歩」本選Ｂブロック作品講評

１　散歩日和   5位   5ポイント

　友達だから、しっくりなじむ。一緒に歩く、ここちよさ。同
じ方向を向いて、会話がとぎれても気にならなくて。
　そんな気分を３駅歩いちゃったよ、という行動の描写で、ふ
わっと伝えて、しあわせな読後感です。
　イチオシフレーズ：「何年後かにまた今日のことを笑って思
い出す日が来るといいね」

２　歩き、走り、止まり、   9位   1ポイント

　三つの動きの長所と短所をぴっしり書き分けたところは説得
的な展開だったのですが、ちょっと抽象的すぎたか。歩くっ
て、走るって、作者さんはどんなことをイメージしてるの？　
というあたりを語っていただくと良かったのでは。

３　隆々と   1位   29ポイント

　ぎっしり二段組。さいしょ構えてしまったのですが、ざわん
と登場するおばあさんに、まあ、そう急ぎなさんな、と言われ
ているようで許せてしまい、木洩れ日気分に一緒に浸れまし
た。
　ちょっと、くたびれ気分の教室に、ふわっと森の空気を運ん

でくれたような。首位、おめでとう！
　イチオシフレーズ：「ざわん」「バス停から一本道。徒歩百
四十分。快適な交通アクセス！」「少し止まる」「フレーダむ
うわっ」
　ということで、今週のイチオシフレーズ大賞もゲットです。
おめでとう。

４　兵士か歩か   8位   2ポイント

　力作が続いてたいへんでしたね。
　将棋を補助線にチェスを位置づけた解説が分かりやすく読め
て、おもしろさを紹介しよう、といういっしょうけんめいさが
伝わってきます。
　貴族的、だからインテリア。対比もくっきり印象的でした。

５　独白   1位   29ポイント

　うまいうまい。現代社会諷刺まで織り込んでの、「歩」さん
トーク。ことに他のコマの行動様式をぐさぐさ斬るくだりが痛



快です。
　で、おもしろいばかりでなく、「我々なりの精一杯を戦って
いるんです」としっかり人生の重みも響かせたところが、まこ
とにもってニクい演出でした。一箇所のみの脱字も、ご愛嬌

で、こちらも首位、おめでとう！
　イチオシフレーズ：「根性も四五度くらいは捻じ曲がってい
るに違いありません」「飛車げます」「『歩』は使えねぇ」

６　彼方からの歩み   11位   0ポイント

　時は動かず。人のみが亀のごとくのろのろと動く。まさに人
生そのものを切り取ってきたような。
　ちりちりと熱い、不毛の、それでも歩く、といかにも人生ら
しく、いくつもの要素を緻密に組み込んで、解説抜きでドラマ
として見せたところが良さでした。

７　いつか歩けなくなる時   4位   7ポイント

　つらい経過を緻密にたどることで、訴えかけてくる迫力が備
わって。いわば〈墓碑銘〉でしょうか。
　人生の終わりをどんな形で迎えるか。答えはもちろんすぐに
は出ないけれど、こうやって自分の経験の何かにケリを付けて
先へ行く、それもまた文章を書くという営みの意味なのかな
と、ぎっしり綴られた文字を辿りながら思ったりしました。

８　無題   11位   0ポイント

　一転、まぶしすぎるよ！　夕日。「墨鏡」が要りそうです。
王道を照れずに突き進み、突き抜けた爽快さでした。
　ラスト３行の詩のダメ押し感が、なぜか笑いを誘います。

９　選択   3位   10ポイント

　遠いセピア色のあの日。淡い恋と別れ。ラストの「今でも覚
えている」が、ふわっとレトロ感を醸し出して、「地元の工場
で働く」など設定もていねいに作り込んであって、ドラマに浸
り切れました。入場券のくだりでしんみり、そこへ決めセリフ
「行ってらっしゃい」。ツボを押さえたストーリーテリング、
おみごとです。

１０　小さな一歩   6位   3ポイント

　そして、またまた「墨鏡」の御用意を。８よりさらに強烈で
す。
　アームストロング船長もびっくりの王道プロポーズ。おめで
とうアプローズ。月面にまで届く熱い愛をはぐくんでください
ませ。おしあわせに。



１１　synchronic   9位   1ポイント

　気合いの入りまくったド派手なプロポーズも一生一度の晴れ
舞台でアリだけれど、こういうさりげないのも、いいなあ。
　言葉なんて要らない。寄り添って暮らしてゆくことで、ゆっ
くり傾いてゆく気持ち。さらりと掬い上げて余情ゆたかな仕上
がりでした。
　おんなごころ、気づいてください、未来のハズバンドさんた
ち。

１２　あるなしクイズ   6位   3ポイント

　さいごは恒例（なのか？）クイズにて。
　手間かかってますよね。ドラマのワンカットごとに静止画気
分でクイズを入れてゆく。
　アイディアはおもしろかったのだけれど、ドラマに浸りたい
読者とクイズを解きたい読者の両方にサーヴィスしようとし
て、どっちつかずになってしまった感も。
　イチオシフレーズ：「目が、目が～」


